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及お
い
か
わ川　

正ま
さ
や也

（
毎
日
新
聞
専
門
編
集
委
員
）

権
力
監
視
は
機
能
し
て
い
る
か

極
右
派
が
脅
か
す
減
税
法
案

反
転
攻
勢
う
か
が
う
民
主
党

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
下
の
米
国
は
、大
統
領
府
（
行
政
）、連
邦
議
会
（
立

法
）、
連
邦
最
高
裁
（
司
法
）
の
「
三
権
」
を
共
和
党
が
占
め
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
の
意
の
ま
ま
に
政
治
が
動
く
体
制
が
整
っ
て
い
る
よ

う
に
映
る
。
閣
僚
は
「
忠
誠
」
を
誓
い
、
上
下
両
院
と
も
与
党
・
共

和
党
が
過
半
数
を
握
り
、最
高
裁
判
事
（
9
人
）
は
保
守
派
（
6
人
）

が
リ
ベ
ラ
ル
派
（
3
人
）
を
圧
倒
す
る
。
だ
が
、
わ
ず
か
4
カ
月
余

に
し
て
、
ト
ラ
ン
プ
氏
と
議
会
や
裁
判
所
が
ぶ
つ
か
り
合
う
場
面
が

散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
回
は
議
会
、
次
号
で
は
裁
判
所
の

動
向
を
追
っ
て
み
た
い
。

肝
い
り
減
税
法
案
に
造
反

　
「
共
和
党
に
ス
タ
ン
ド
プ
レ
ー
を
す
る
選
手
は
必
要
な
い
。お
し
ゃ

べ
り
は
や
め
て
、
さ
っ
さ
と
終
わ
ら
せ
ろ
！
」。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
自

身
の
S
N
S
「
ト
ゥ
ル
ー
ス
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
」
に
こ
ん
な
投
稿
を
し

た
の
は
、
中
東
訪
問
を
終
え
て
ワ
シ
ン
ト
ン
に
戻
る
途
中
の
5
月
16

日
の
金
曜
日
、
大
統
領
専
用
機
エ
ア
フ
ォ
ー
ス
・
ワ
ン
の
機
中
か
ら

第２期トランプ政権

定点
観測
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だ
っ
た
。
大
型
減
税
を
柱
と
す
る
大
統
領
肝
い
り
の
法
案
「
ワ
ン
・

ビ
ッ
グ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
法
」
を
下
院
予
算
委
員
会
が
採
決
し
た

が
、
共
和
党
4
議
員
の
造
反
に
よ
っ
て
否
決
さ
れ
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が

激
怒
し
た
と
い
う
わ
け
だ
。

　

法
案
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
1
期
目
に
導
入
し
、
期
限
を
迎
え
る
大

型
減
税
を
延
長
す
る
の
が
目
的
だ
。
こ
れ
に
加
え
て
、
昨
年
の
大
統

領
選
で
公
約
し
た
不
法
移
民
の
大
量
強
制
送
還
の
実
施
や
、チ
ッ
プ
・

残
業
課
税
の
一
時
廃
止
な
ど
に
必
要
と
な
る
経
費
も
盛
り
込
ん
で
い

る
。
そ
の
財
源
と
し
て
、
共
和
党
は
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
（
低
所
得
者
向

け
公
的
医
療
支
援
）
や
補
助
栄
養
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
民
主
党
の
バ

イ
デ
ン
前
政
権
が
導
入
し
た
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
税
額
控
除
の
削

減
な
ど
が
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

　

造
反
し
た
の
は
、
南
部
テ
キ
サ
ス
州
選
出
の
チ
ッ
プ
・
ロ
イ
議
員
、

南
部
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
選
出
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ク
ラ
イ
ド
議
員
、
南

部
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
選
出
の
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ブ
レ
キ
ー
ン
議
員
、
南
部

サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
選
出
の
ラ
ル
フ
・
ノ
ー
マ
ン
議
員
の
4
人
。

い
ず
れ
も
共
和
党
右
派
が
所
属
す
る
「
フ
リ
ー
ダ
ム
・
コ
ー
カ
ス
」

の
メ
ン
バ
ー
だ
。
こ
の
他
、
賛
成
票
の
投
じ
る
意
向
を
示
し
て
い
た

北
東
部
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
選
出
の
ロ
イ
ド
・
ス
マ
ッ
カ
ー
議
員
も

手
続
き
上
の
理
由
か
ら
採
決
で
は
反
対
票
に
切
り
替
え
た
。

　

造
反
議
員
は
い
ず
れ
も
ト
ラ
ン
プ
支
持
派
だ
が
、
財
政
問
題
で
は

よ
り
緊
縮
志
向
が
強
い
。
法
案
で
は
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
の
削
減
開
始
時

期
を
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
任
期
が
切
れ
る
2
0
2
9
年
か
ら
と
明
記
し

米連邦議会議事堂を訪れたトランプ大統領（中央）とマイク・ジョンソン下院議長（左）
＝2025年5月20日、ジョンソン下院議長のX（旧ツイッター）から
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て
い
る
が
、「
遅
す
ぎ
る
」
と
批
判
し
、
前
倒
し
を
求
め
た
。
グ
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
減
税
の
一
段
の
縮
小
も
要
請
し
て
い
る
。
ク
ラ
イ
ド

議
員
は
「
将
来
に
向
け
て
財
政
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
に
全
力
を
尽

く
し
て
い
る
が
、
現
在
の
法
案
は
目
標
に
は
程
遠
く
、
約
束
し
た
変

革
の
実
現
に
は
至
っ
て
い
な
い
」
と
指
摘
し
た
。

　

強
硬
な
造
反
組
と
、
い
ら
立
ち
を
募
ら
せ
る
ト
ラ
ン
プ
氏
と
の
狭

間
に
立
つ
マ
イ
ク
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
下
院
議
長
は
、
早
急
に
修
正
案
を

策
定
し
、
日
曜
日
の
5
月
18
日
夜
に
採
決
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
修

正
案
に
は
、
不
法
移
民
が
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
を
利
用
で
き
な
い
よ
う
に

す
る
条
項
を
設
け
た
り
、
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
税
額
控
除
条
項
を

削
除
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
造
反
組
は
な
お
不

服
と
し
た
が
、
反
対
で
は
な
く
「
棄
権
」
に
転
じ
た
た
め
、
ギ
リ
ギ

リ
で
可
決
さ
れ
た
。

共
和
党
に
広
が
る
不
満
と
懸
念

　

だ
が
、
曲
折
は
な
お
続
く
だ
ろ
う
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
下
院
議
長
は
、

戦
没
者
追
悼
記
念
日
の
休
会
に
入
る
5
月
最
終
週
ま
で
に
下
院
本
会

議
で
可
決
し
た
い
考
え
だ
。
だ
が
、
造
反
組
が
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
の
即

時
削
減
の
要
求
を
降
ろ
し
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、
別
の
焦
点
と

な
っ
て
い
る
州
税
・
地
方
税
の
控
除
額
引
き
上
げ
を
め
ぐ
り
、
法
案

で
は
不
十
分
だ
と
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
な
ど
高
い
州
税
が
課
せ
ら

れ
る
都
市
部
選
出
の
共
和
党
下
院
議
員
ら
が
懸
念
を
示
し
、
ジ
ョ
ン

ソ
ン
議
長
に
抗
議
す
る
事
態
に
発
展
し
て
い
る
。

2期目トランプ政権の序盤で注目された主な法律
※2025年5月21日現在

レークン・
ライリー法
（成立）

民主党上下
両院議員計
58人が賛成

民主党上院
議員10人が
賛成

超党派の圧
倒的多数で
可決

与野党
対決法案

・逮捕後釈放された不法移民に殺害された看護師の名前から命名
・不法移民の窃盗容疑者を事件解決まで拘束することを義務化

・今年秋の会計年度末まで政府機関の閉鎖を防ぐ暫定予算法
・特定省庁の予算を削減する権限をトランプ氏に与えたとの批判も

・児童ポルノなどディープフェイク画像・動画削除を義務化
・メラニア大統領夫人が支持し、署名式にも参加

・1期目からの減税延長、国境警備強化、政府支出1・5兆㌦削減
など

・削減増を求める共和党保守強硬派の反発で一度は否決。修正審
議も難航

政府機関
閉鎖回避法
（成立）

テーク・イット・
ダウン法（成立）

ワン・ビッグ・
ビューティフル
法案（審議中）
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懸
念
は
他
に
も
あ
る
。
連
邦
政
府
の
資
金
で
食
料
品
を
購
入
で
き

る
低
所
得
者
層
向
け
の
補
助
栄
養
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
革
で
は
、

受
給
に
必
要
な
就
労
条
件
を
拡
大
す
る
条
項
が
含
ま
れ
て
い
る
。
支

出
を
抑
え
、「
政
府
の
無
駄
」
を
省
く
狙
い
が
あ
る
と
い
う
。
だ
が
、

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
る
の
は
、
南
部
ア
ラ
バ
マ
州

な
ど
共
和
党
地
盤
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
条
項
を
含
め
、
法
案
に
懸
念

を
示
す
共
和
党
下
院
議
員
は
数
十
人
に
上
る
と
い
う
。本
会
議
で
は
、

4
人
が
造
反
す
れ
ば
否
決
さ
れ
る
た
め
、
さ
ら
な
る
修
正
が
必
至
と

な
る
。

　

さ
ら
に
、上
院
で
は
、中
西
部
ミ
ズ
ー
リ
州
選
出
の
共
和
党
の
ジ
ョ

シ
ュ
・
ホ
ー
リ
ー
上
院
議
員
ら
が
、「
数
百
万
人
の
低
所
得
者
層
に

影
響
が
出
る
道
徳
的
に
間
違
っ
た
条
項
だ
」
な
ど
と
し
て
、
メ
デ
ィ

ケ
イ
ド
の
削
減
そ
の
も
の
に
反
対
し
て
い
る
。
上
院
で
も
同
じ
く
共

和
党
議
員
4
人
が
造
反
す
れ
ば
、可
決
で
き
な
い
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、

7
月
4
日
の
独
立
記
念
日
ま
で
に
法
案
に
署
名
し
、
成
立
さ
せ
た
い

意
向
を
示
し
て
い
る
が
、
法
案
の
修
正
が
長
引
け
ば
、
予
定
通
り
に

事
が
進
ま
な
い
事
態
は
十
分
に
あ
り
得
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
の
肝
い
り
法
案
が
難
航
す
る
背
景
に
は
、
4
・
9
兆

㌦
に
も
達
す
る
大
規
模
減
税
の
継
続
に
必
要
な
財
源
を
ひ
ね
り
出
す

の
に
無
理
が
あ
る
こ
と
だ
。
下
院
共
和
党
は
少
な
く
と
も
1
・
5
兆

㌦
の
歳
出
削
減
が
必
要
に
な
る
と
み
て
お
り
、
そ
の
削
減
対
象
も
広

範
囲
に
及
ぶ
た
め
、
不
満
が
噴
出
す
る
事
態
に
な
っ
て
い
る
。
一
方

で
、
財
政
緊
縮
派
の
造
反
議
員
ら
は
削
減
が
足
り
な
い
と
反
発
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
無
理
を
押
し
付
け
て
い
る
の
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
に

他
な
ら
な
い
。

　

だ
が
、
批
判
の
矛
先
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
意
を
受
け
て
法
案
可
決

に
奔
走
す
る
ジ
ョ
ン
ソ
ン
議
長
に
向
か
っ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
に

近
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
選
出
の
エ
リ
ス
・
ス
テ
フ
ァ
ニ
ッ
ク
下
院
議

員
は
、
州
税
控
除
の
上
限
が
低
す
ぎ
て
「
侮
辱
的
だ
」
と
ジ
ョ
ン
ソ

ン
議
長
を
非
難
し
て
い
る
。
ス
テ
フ
ァ
ニ
ッ
ク
氏
は
ト
ラ
ン
プ
氏
か

ら
国
連
大
使
に
指
名
さ
れ
た
が
、
民
主
党
と
僅
差
の
下
院
か
ら
共
和

党
議
員
が
流
出
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
後
に
撤
回
さ
れ
た
。
ジ
ョ
ン
ソ

ン
議
長
は
耳
を
傾
け
ざ
る
を
得
な
い
が
、緊
縮
派
の
反
発
は
必
至
で
、

調
整
は
困
難
を
極
め
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
就
任
以
降
の
1
0
0
日
間
で
1
0
0
件
以
上
の
大

統
領
令
に
署
名
し
、
大
統
領
権
限
に
依
拠
し
た
政
策
を
実
施
し
て
き

た
。
一
方
、
こ
の
間
、
議
会
が
可
決
し
た
法
案
に
署
名
し
た
件
数
は

5
本
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
う
ち
3
本
は
バ
イ
デ
ン
前
政
権
の
環
境
規

制
な
ど
を
廃
止
す
る
「
議
会
見
直
し
法
」
だ
。
こ
れ
は
2
0
0
0
年

以
降
に
就
任
し
た
過
去
の
大
統
領
の
中
で
は
最
低
だ
。
ブ
ッ
シ
ュ
子

氏
7
本
、
オ
バ
マ
氏
14
本
、
バ
イ
デ
ン
氏
10
本
で
、
1
期
目
の
ト
ラ

ン
プ
氏
は
な
ん
と
30
本
の
法
案
に
署
名
し
て
い
る
。
議
会
の
頭
越
し

で
政
策
を
進
め
る
ト
ラ
ン
プ
氏
の
姿
勢
に
は
超
党
派
の
不
満
が
広
が

る
。
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グ
リ
ー
ン
氏
の
警
告
「
米
国
第
一
を
忘
れ
た
か
」

　

身
内
か
ら
の
不
満
は
、
法
案
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
最
近
、
話

題
と
な
っ
た
の
は
、
英
紙
テ
レ
グ
ラ
フ
に
掲
載
さ
れ
た
ト
ラ
ン
プ
氏

側
近
で
南
部
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
選
出
の
マ
ジ
ョ
リ
ー
・
テ
ー
ラ
ー
・
グ

リ
ー
ン
下
院
議
員
（
共
和
党
）
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
だ
。「
ア
メ

リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
を
忘
れ
る
な
」
と
ト
ラ
ン
プ
氏
に
警
告
を
発
す

る
内
容
で
、「
昨
年
の
大
統
領
選
で
米
国
民
が
な
ぜ
あ
な
た
を
選
ん

だ
か
を
忘
れ
た
ら
、
危
機
に
直
面
す
る
だ
ろ
う
。
多
く
の
ネ
オ
コ
ン

が
追
求
し
た
が
る
対
外
戦
争
を
す
る
た
め
に
投
票
し
た
の
で
は
な

い
」
と
直
言
し
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
就
任
以
来
、
不
法
移
民
の
排
斥
な
ど
を
進
め
て
い

る
が
、
メ
デ
ィ
ア
の
関
心
は
世
界
を
敵
に
回
す
高
関
税
政
策
や
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
の
停
戦
仲
介
に
集
ま
り
、
ト
ラ
ン
プ
氏
支
持
の
「
メ
ー

ク
・
ア
メ
リ
カ
・
グ
レ
ー
ト
・
ア
ゲ
イ
ン
（
M
A
G
A
、
マ
ガ
）」

派
に
は
「
外
交
に
か
ま
け
て
い
る
」
と
い
う
印
象
が
広
が
っ
て
い
る

と
い
う
。
し
か
も
、
イ
ン
フ
レ
圧
力
が
か
か
る
対
中
関
税
戦
争
は
と

く
に
マ
ガ
派
の
低
所
得
者
層
を
直
撃
す
る
と
み
ら
れ
る
だ
け
に
、
早

期
の
決
着
を
迫
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

グ
リ
ー
ン
氏
が
懸
念
す
る
の
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

や
イ
エ
メ
ン
で
の
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
イ
ラ
ン
と
の
武
力
衝
突
に

引
き
ず
り
込
ま
れ
か
ね
な
い
こ
と
だ
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
や
イ
ラ
ク
侵
攻
な
ど
を
例
に
挙
げ
、「
あ
ま
り
に

も
多
く
海
外
で
の
戦
争
に
関
わ
っ
て
き
た
こ
と
に
、
国
民
は
う
ん
ざ

り
し
て
い
る
。
大
統
領
は
戦
争
タ
カ
派
ら
の
言
う
こ
と
に
耳
を
傾
け

る
べ
き
で
は
な
い
」
と
忠
告
し
て
い
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

2
0
2
6
年
中
間
選
挙
で
共
和
党
は
議
会
の
支
配
を
失
う
、
と
。

　

と
り
わ
け
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
で
は
手
厳
し
い
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
交
わ
し
た
資
源
協
定
に
つ
い
て
「
レ
ア
ア
ー
ス
を
採

掘
す
る
に
は
膨
大
な
雇
用
コ
ス
ト
が
か
か
る
し
、
米
軍
の
駐
留
も
必

要
と
な
る
。
将
来
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
さ
ら
な
る
緊
張
に
さ

ら
さ
れ
る
危
険
を
冒
し
て
ま
で
駐
留
す
る
価
値
は
あ
る
の
か
。
米
国

の
国
境
は
毎
日
の
よ
う
に
侵
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
外
国
も
守
っ
て

く
れ
な
い
」
と
、
国
内
問
題
に
目
を
向
け
る
よ
う
促
し
て
い
る
。
グ

リ
ー
ン
氏
は
次
期
中
間
選
挙
で
上
院
選
へ
の
く
ら
替
え
出
馬
も
取
り

沙
汰
さ
れ
て
い
る
。

溶
解
す
る
ト
ラ
ン
プ
支
持
基
盤

　

グ
リ
ー
ン
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
支
持
基
盤
は

崩
れ
つ
つ
あ
る
。
米
選
挙
サ
イ
ト
「
リ
ア
ル
・
ク
リ
ア
・
ポ
リ
テ
ィ

ク
ス
」
の
世
論
調
査
平
均
に
よ
る
と
、
就
任
時
は
50
％
あ
っ
た
支
持

率
は
就
任
1
0
0
日
で
5
㌽
低
下
し
45
％
に
落
ち
込
ん
だ
。
一
方
、

不
支
持
率
は
44
％
か
ら
52
％
へ
と
8
㌽
上
昇
し
た
。
就
任
後
に
支
持

率
が
低
下
す
る
傾
向
は
ど
の
政
権
も
同
じ
だ
が
、
当
初
は
6
㌽
あ
っ

た
支
持
と
不
支
持
の
差
が
、
マ
イ
ナ
ス
7
㌽
に
逆
転
し
た
例
は
多
く

は
な
い
。
主
な
理
由
は
何
だ
っ
た
か
。
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エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
ユ
ー
ガ
ブ
の
調
査
に
よ
る
と
、政
権
発
足
以
降
、

国
民
が
最
大
の
関
心
事
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
は
物
価
高
や
雇
用
な

ど
経
済
全
般
だ
。
1
月
の
時
点
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
対
応
を
支

持
す
る
人
が
45
％
、
支
持
し
な
い
人
が
39
％
だ
っ
た
が
、
4
月
中
旬

に
な
る
と
支
持
は
37
％
、
不
支
持
は
55
％
と
逆
転
。
こ
の
間
の
経
済

政
策
は
、
外
国
相
手
の
高
関
税
が
先
行
し
、
イ
ン
フ
レ
対
策
な
ど
は

後
手
に
回
っ
て
い
る
。
高
関
税
政
策
に
つ
い
て
直
近
の
調
査
で
は
支

持
38
％
に
対
し
不
支
持
は
54
％
と
、
経
済
政
策
へ
の
評
価
と
ほ
ぼ
重

な
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
昨
年
の
大
統
領
選
で
民
主
党
の
支
持
基
盤
の
一
角

を
崩
し
て
勝
利
し
た
が
、
そ
れ
を
代
表
す
る
の
が
、
中
南
米
系
（
ヒ

ス
パ
ニ
ッ
ク
系
）
と
18
歳
か
ら
29
歳
の
若
年
層
だ
っ
た
。
だ
が
、
新

た
に
獲
得
し
た
支
持
基
盤
は
早
く
も
溶
解
し
て
い
る
。
ヒ
ス
パ
ニ
ッ

ク
系
の
支
持
は
42
％
か
ら
25
％
に
下
が
り
、
不
支
持
が
47
％
か
ら

71
％
に
急
上
昇
し
た
。
若
年
層
も
同
じ
傾
向
だ
。
支
持
が
48
％
か
ら

33
％
に
減
り
、
不
支
持
が
43
％
か
ら
54
％
に
増
え
て
い
る
。
グ
リ
ー

ン
氏
が
抱
く
中
間
選
挙
へ
の
懸
念
も
、
的
外
れ
で
は
な
い
。

　

ク
リ
ン
ト
ン
政
権（
民
主
党
）の
大
統
領
次
席
補
佐
官
で
米
ブ
ル
ッ

キ
ン
グ
ス
研
究
所
の
シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー
を
務
め
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ガ

ル
ス
ト
ン
氏
は
「
昨
年
の
大
統
領
選
直
後
は
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
と

若
年
層
は
民
主
党
か
ら
共
和
党
へ
と
組
み
込
ま
れ
て
い
く
だ
ろ
う
、

と
い
う
見
方
を
多
く
の
識
者
が
示
し
て
い
た
。
し
か
し
、
現
在
の
経

済
的
な
失
望
が
彼
ら
の
選
択
を
再
考
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
二
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つ
の
グ
ル
ー
プ
は
民
主
党
か
共
和
党
か
ど
ち
ら
か
の
支
持
基
盤
の
一

部
と
い
う
よ
り
も
、
状
況
に
よ
っ
て
支
持
政
党
が
変
わ
る
ス
イ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
と
な
る
可
能
性
が
高
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

重
点
35
選
挙
区
で
奪
取
狙
う
民
主
党

　

ト
ラ
ン
プ
氏
の
支
持
率
低
下
を
踏
ま
え
、
野
党
・
民
主
党
も
反
転

攻
勢
に
打
っ
て
出
る
構
え
だ
。
民
主
党
下
院
選
挙
委
員
会
は
4
月
に

中
間
選
挙
の
重
点
35
選
挙
区
を
決
定
し
、
委
員
長
を
務
め
る
ス
ー
ザ

ン
・
デ
ル
ベ
ネ
ー
下
院
議
員
が
「
共
和
党
が
恐
れ
始
め
た
の
は
、
そ

れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
。
共
和
党
は
経
済
を
悪
化
さ
せ
、
メ
デ
ィ
ケ

イ
ド
を
削
減
し
、
退
役
軍
人
を
見
捨
て
、
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
の
値
段
を

高
く
し
た
。
つ
ま
り
、
有
権
者
の
信
頼
を
損
な
い
、
議
会
多
数
派
を

犠
牲
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
の
声
明
を
発
表
し
た
。

　

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
35
選
挙
区
は
、
ア
ラ
ス
カ
か
ら
テ
キ
サ
ス

ま
で
18
州
に
及
び
、
長
年
の
激
戦
区
か
ら
共
和
党
の
強
固
な
地
盤
ま

で
広
範
に
わ
た
っ
て
い
る
。
米
政
治
サ
イ
ト「
ポ
リ
テ
ィ
コ
」は「
共

和
党
の
議
席
を
大
量
に
奪
取
し
よ
う
と
す
る
野
心
的
な
リ
ス
ト
だ
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
経
済
政
策
や
、
実
業
家
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
氏

に
よ
る
連
邦
政
府
の
職
員
削
減
で
生
じ
た
混
乱
に
対
す
る
怒
り
が
高

ま
る
中
、
民
主
党
が
自
信
を
深
め
て
い
る
こ
と
の
表
れ
だ
」
と
指
摘

し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
積
極
姿
勢
に
は
伏
線
が
あ
っ
た
。
4
月
1
日
に
実
施
さ

れ
た
地
方
選
挙
で
あ
る
。
中
西
部
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
州
最
高
裁

判
事
選
で
は
予
想
を
覆
し
て
民
主
党
系
候
補
が
勝
利
し
、
南
部
フ
ロ

リ
ダ
州
で
行
わ
れ
た
二
つ
の
下
院
補
選
で
は
強
固
な
保
守
地
盤
に
も

か
か
わ
ら
ず
民
主
党
候
補
が
共
和
党
候
補
を
相
手
に
善
戦
し
た
。
中

央
政
界
の
混
乱
に
対
す
る
警
戒
が
全
米
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
印

象
付
け
、
そ
れ
が
共
和
党
内
に
跳
ね
返
っ
て
懸
念
を
増
幅
さ
せ
て
い

る
構
図
だ
。

激
戦
州
の
地
方
選
で
勢
い

　

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
は
大
統
領
選
の
激
戦
州
だ
。
民
主
党
の
オ
バ

マ
氏
が
勝
利
し
た
2
0
0
8
年
と
2
0
1
2
年
は
民
主
党
だ
っ
た

が
、
共
和
党
の
ト
ラ
ン
プ
氏
が
勝
利
し
た
2
0
1
6
年
は
共
和
党
に

移
り
、
2
0
2
0
年
に
は
民
主
党
の
バ
イ
デ
ン
氏
が
奪
還
し
、
そ
れ

を
ト
ラ
ン
プ
氏
が
2
0
2
4
年
に
奪
取
し
て
い
る
。
州
判
事
選
が
注

目
さ
れ
た
の
は
、
2
0
2
6
年
の
中
間
選
挙
の
下
院
選
の
結
果
を
左

右
し
か
ね
な
い
か
ら
だ
。
同
州
か
ら
は
8
人
の
下
院
議
員
が
選
出
さ

れ
て
お
り
、
現
在
は
共
和
党
6
人
、
民
主
党
2
人
で
民
主
党
が
劣
勢

だ
。

　

こ
の
た
め
、
民
主
党
が
連
邦
下
院
議
員
選
の
区
割
り
を
変
更
し
、

同
党
に
有
利
な
線
引
き
を
申
し
立
て
る
構
え
だ
。
そ
の
際
、
重
要
な

決
定
権
を
握
る
の
が
州
最
高
裁
だ
。
州
最
高
裁
（
7
人
）
の
構
成
は

リ
ベ
ラ
ル
派
4
人
、
保
守
派
3
人
で
リ
ベ
ラ
ル
派
優
位
。
共
和
党
と

し
て
は
、
何
と
し
て
も
州
最
高
裁
判
事
の
構
成
を
保
守
派
有
利
に
逆

転
さ
せ
、
民
主
党
の
工
作
を
阻
止
し
た
い
思
惑
が
あ
っ
た
。
下
院
選
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挙
区
の
線
引
き
が
民
主
党
有
利
に
変
わ
れ
ば
、
次
期
中
間
選
挙
の
す

う
勢
に
も
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
。

　

共
和
党
は
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
象
徴
が
、
ト
ラ
ン

プ
氏
が
派
遣
し
た
マ
ス
ク
氏
だ
っ
た
。
共
和
党
は
判
事
選
に
1
億
㌦

（
約
1
4
4
億
円
）
の
巨
費
を
つ
ぎ
込
み
、
こ
の
う
ち
マ
ス
ク
氏
は

2
0
0
0
万
㌦
（
約
29
億
円
）
を
投
じ
、
一
部
を
有
権
者
に
ば
ら
ま

い
た
。民
主
党
は
や
り
た
い
放
題
の
共
和
党
の
選
挙
戦
術
を
な
じ
り
、

「
ト
ラ
ン
プ
・
マ
ス
ク
路
線
」
へ
の
不
信
任
投
票
と
呼
び
掛
け
た
。

結
果
は
共
和
党
の
大
敗
。
党
の
地
元
幹
部
は
「
マ
ス
ク
氏
が
戦
力
に

な
る
と
期
待
し
た
の
に
」
と
落
胆
し
き
り
だ
っ
た
、
と
ポ
リ
テ
ィ
コ

は
伝
え
て
い
る
。

　

一
方
、
民
主
党
は
ハ
キ
ー
ム
・
ジ
ェ
フ
リ
ー
ズ
下
院
院
内
総
務
が

「
選
挙
で
選
ば
れ
た
わ
け
で
も
な
く
、
人
気
も
な
い
、
無
秩
序
で
非

ア
メ
リ
カ
的
な
億
万
長
者
の
操
り
人
形
師
を
遠
ざ
け
る
時
が
来
た
」

と
指
摘
し
、
チ
ャ
ッ
ク
・
シ
ュ
ー
マ
ー
上
院
院
内
総
務
が
「
マ
ス
ク

氏
と
ト
ラ
ン
プ
氏
に
明
確
な
ノ
ー
を
突
き
付
け
た
。
我
々
の
民
主
主

義
は
カ
ネ
で
買
え
る
も
の
で
は
な
い
」
と
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
有

権
者
を
称
賛
し
た
。
確
か
に
、「
ト
ラ
ン
プ
・
マ
ス
ク
流
」
の
「
金

権
選
挙
」
が
通
用
し
な
い
現
実
は
垣
間
見
ら
れ
た
。

下
院
補
選
で
も
善
戦
相
次
ぐ

　

一
方
、
同
じ
日
に
実
施
さ
れ
た
フ
ロ
リ
ダ
州
の
1
区
と
6
区
の
下

院
補
選
は
、
と
も
に
共
和
党
が
議
席
を
維
持
し
た
も
の
の
、
だ
か
ら

と
い
っ
て
両
手
を
挙
げ
て
喜
ぶ
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況
だ
っ
た
。
共
和

党
の
牙
城
の
1
区
補
選
は
ト
ラ
ン
プ
氏
か
ら
司
法
長
官
指
名
を
受
け

て
辞
職
し
た
マ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ツ
氏
（
後
に
性
的
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
な
ど

の
批
判
か
ら
指
名
辞
退
）
の
後
任
選
び
で
、
共
和
党
候
補
が
得
票
率

57
％
で
順
当
に
勝
利
し
た
が
、
2
0
0
1
年
以
降
で
は
最
低
の
得
票

率
だ
っ
た
。

　

同
じ
く
保
守
地
盤
の
6
区
は
、
当
初
大
統
領
補
佐
官
（
国
家
安
全

保
障
問
題
担
当
）
を
務
め
な
が
ら
、
民
間
ア
プ
リ
に
よ
る
軍
事
機
密

の
共
有
問
題
で
辞
任
し
、新
た
に
国
連
大
使
に
指
名
さ
れ
た
マ
イ
ク
・

ウ
ォ
ル
ツ
氏
の
後
継
選
び
。
こ
こ
で
も
ト
ラ
ン
プ
氏
が
推
す
共
和
党

候
補
が
民
主
党
候
補
を
14
㌽
差
で
降
し
た
が
、
昨
年
大
統
領
選
で
民

主
党
の
カ
マ
ラ
・
ハ
リ
ス
氏
に
30
㌽
以
上
の
差
を
つ
け
て
ト
ラ
ン
プ

氏
が
勝
利
し
た
時
と
は
歴
然
の
差
が
あ
る
。
し
か
も
、
資
金
集
め
で

は
民
主
党
候
補
が
圧
勝
し
た
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

　

こ
れ
に
先
立
っ
て
3
月
25
日
に
実
施
さ
れ
た
北
東
部
ペ
ン
シ
ル
ベ

ニ
ア
州
議
会
の
上
院
補
選
で
は
、
民
主
党
候
補
が
共
和
党
候
補
に
逆

転
勝
利
し
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
現
職
下
院
議
員
の
ス
テ
フ
ァ

ニ
ッ
ク
氏
の
国
連
大
使
指
名
を
取
り
下
げ
た
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
直

後
だ
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
S
N
S
「
ト
ゥ
ル
ー
ス
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
」

で
「
下
院
は
僅
差
で
多
数
派
だ
。
ス
テ
フ
ァ
ニ
ッ
ク
氏
な
ら
（
中
間

選
挙
で
）
安
泰
だ
」
と
下
院
議
員
に
と
ど
ま
ら
せ
る
判
断
を
し
た
と

明
か
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
下
院
を
失
う
こ
と
へ
の
危
機
感
が
強
い

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
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民
主
党
下
院
選
挙
委
員

会
が
発
表
し
た
重
点
区
リ

ス
ト
は
、
こ
う
し
た
上
向

き
の
流
れ
を
反
映
し
て
い

る
。
リ
ス
ト
に
は
、

2
0
2
4
年
大
統
領
選
で

ト
ラ
ン
プ
氏
が
ハ
リ
ス
氏

に
対
し
て
10
㌽
以
上
の
差

を
つ
け
て
勝
利
し
た
選
挙

区
が
10
含
ま
れ
て
い
る
。

下
院
民
主
党
は
、
共
和
党

が
優
勢
な
選
挙
区
で
あ
っ

て
も
互
角
に
戦
え
る
余
地

が
あ
る
と
踏
ん
で
い
る
よ

う
だ
。
州
最
高
裁
判
事
選

で
の
勝
利
を
踏
ま
え
、

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
で
は

2
議
席
増
を
目
指
し
て
い

る
。

「
弾
劾
」
戦
略
は
慎
重

　

問
題
は
、
来
年
の
中
間

選
挙
を
見
据
え
た
選
挙
戦

略
の
焦
点
を
何
に
絞
る
か
だ
。
議
論
が
あ
る
の
が
、「
弾
劾
」で
あ
る
。

1
期
目
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
際
、
野
党
・
民
主
党
は
「
弾
劾
」
を
政

権
奪
還
戦
略
の
中
軸
に
据
え
た
。
軍
事
支
援
の
条
件
と
し
て
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
政
敵
・
バ
イ
デ
ン
氏
の
家
族
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
探
る
よ
う

要
請
し
た
り
、
2
0
2
0
年
大
統
領
選
後
に
敗
北
を
覆
そ
う
と
し
て

支
持
者
ら
を
扇
動
し
連
邦
議
会
議
事
堂
襲
撃
を
引
き
起
こ
し
た
り
し

た
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
2
度
に
わ
た
っ
て
弾
劾
訴
追
し
た
。
い
ず

れ
も
結
果
は
「
無
罪
」
と
な
っ
た
。

　

大
統
領
へ
の
弾
劾
に
つ
い
て
は
、
下
院
が
過
半
数
の
賛
成
で
弾
劾

訴
追
を
決
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
審
理
は
上
院
で
行
わ
れ
、
出
席

議
員
の
3
分
の
2
以
上
の
賛
成
で
「
有
罪
」、
つ
ま
り
罷
免
と
な
り
、

大
統
領
は
失
職
し
、
副
大
統
領
が
昇
格
す
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
以
前
に

弾
劾
訴
追
さ
れ
た
の
は
、
1
8
6
8
年
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ジ
ョ
ン

ソ
ン
大
統
領
と
1
9
9
8
年
の
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
の
二
人
し
か
い

な
か
っ
た
。
そ
れ
が
ト
ラ
ン
プ
氏
は
1
期
目
に
2
度
の
弾
劾
訴
追
を

受
け
る
と
い
う
異
常
事
態
だ
っ
た
。

　

結
局
は
「
有
罪
」
に
持
ち
込
め
な
か
っ
た
「
弾
劾
」
は
、
党
派
対

立
を
先
鋭
化
さ
せ
る
だ
け
で
、
政
争
の
道
具
に
な
っ
て
い
る
と
有
権

者
の
間
に
も
嫌
悪
感
が
広
が
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
共
和
党
は
こ
れ
を

逆
手
に
取
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
下
院
議
長
は
米
メ
デ
ィ

ア
に
「
下
院
で
多
数
派
を
維
持
す
る
こ
と
は
最
優
先
課
題
だ
。
多
数

派
を
失
え
ば
何
が
起
こ
る
か
分
か
っ
て
い
る
。
民
主
党
は
ま
た
根
拠

も
な
く
弾
劾
す
る
と
言
い
募
り
、政
策
実
行
の
邪
魔
を
す
る
だ
ろ
う
」

及川　正也（おいかわ・まさや）氏
　早稲田大学政治経済学部卒。1988年毎日新聞社入社。92
年政治部。首相官邸や自民党、新進党、民主党など90年代～
2000年代の政界再編を取材。防衛省や外務省を長く担当
し、東西冷戦後の日本の外交・安全保障政策を取材した。05
年ワシントン特派員。アフガニスタン・イラク戦争やオバマ氏
が勝利した08年大統領選を取材。政治部、経済部、外信部各
副部長を経て13年北米総局長。16年大統領選ではトランプ氏
を取材した。論説委員、論説副委員長を経て21年専門編集委
員。「琉球の星条旗」（講談社）の執筆と編集にあたった。
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と
語
っ
て
い
る
。
そ
う
主
張
す
る
こ
と
で
共
和
党
が
結
束
す
る
と
い

う
読
み
が
あ
る
。

　
「
弾
劾
」
に
動
く
こ
と
を
公
言
し
て
い
る
民
主
党
下
院
議
員
は
実

際
に
い
る
。
急
進
左
派
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
・
オ
カ
シ
オ
・
コ
ル

テ
ス
議
員
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
選
出
）
は
「
弾
劾
は
絶
対
に
選
択
肢

と
す
べ
き
だ
」
と
発
言
し
、
シ
ュ
リ
・
タ
ネ
ダ
ー
ル
議
員
（
ミ
シ
ガ

ン
州
選
出
）
は
す
で
に
ト
ラ
ン
プ
氏
に
対
す
る
弾
劾
条
項
を
提
案
し

て
い
る
。
だ
が
、支
持
は
広
が
っ
て
い
な
い
。
民
主
党
下
院
ナ
ン
バ
ー

3
の
ピ
ー
ト
・
ア
ギ
ラ
ー
議
員
団
長
は
「
弾
劾
を
推
進
す
る
予
定
は

な
い
」
と
慎
重
だ
。
共
和
党
の
術
中
に
は
ま
る
こ
と
を
警
戒
し
て
い

る
よ
う
で
も
あ
る
。

世
論
調
査
は
「
弾
劾
」
支
持
が
多
数
派

　

で
は
、「
弾
劾
」
戦
略
は
放
棄
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
と
は

言
い
切
れ
な
い
。
4
月
25
日
に
発
表
さ
れ
た
米
リ
サ
ー
チ
コ
ラ
ボ

レ
ー
テ
ィ
ブ
と
A
S
O
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
共
同
世
論
調
査

に
よ
る
と
、ト
ラ
ン
プ
氏
に
対
す
る
弾
劾
を
支
持
す
る
人
は
52
％
で
、

支
持
し
な
い
人
の
48
％
を
や
や
上
回
っ
た
。
支
持
派
の
内
訳
は
、
民

主
党
支
持
層
84
％
、
無
党
派
層
55
％
で
、
共
和
党
支
持
層
も
20
％
い

た
。
世
論
調
査
は
「
ほ
と
ん
ど
の
国
民
は
弾
劾
が
憲
法
を
守
り
、
民

主
的
な
統
治
を
守
る
正
当
な
手
段
と
考
え
て
い
る
」
と
、
結
論
づ
け

て
い
る
。

　

賛
否
が
伯
仲
し
て
い
る
の
は
事
実
だ
が
、
無
党
派
層
の
支
持
が
5

割
を
超
え
、
共
和
党
支
持
層
で
す
ら
5
人
に
1
人
が
支
持
し
て
い
る

こ
と
は
興
味
深
い
。
民
主
党
が
慎
重
に
な
る
ほ
ど
ま
で
有
権
者
に
嫌

気
が
差
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
ト
ラ
ン
プ
氏
に
逆
風
が

吹
き
始
め
た
と
現
状
を
分
析
す
る
こ
と
は
可
能
だ
。
ト
ラ
ン
プ
氏
の

振
る
舞
い
に
よ
っ
て
共
和
党
内
に
亀
裂
が
入
っ
て
い
る
の
も
事
実

だ
。
し
か
し
、
こ
の
先
、
そ
れ
を
修
復
し
、
巻
き
返
す
こ
と
も
ま
た

不
可
能
で
は
な
い
。
状
況
の
変
化
を
つ
ぶ
さ
に
追
っ
て
い
く
し
か
な

い
。

　

ま
だ
4
カ
月
余
と
は
い
え
、
議
会
が
政
権
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果

た
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
議
会
を
回
り
道
し
て
い
る
ト
ラ
ン
プ

氏
に
問
題
が
あ
る
に
せ
よ
、
共
和
党
内
に
不
満
は
あ
っ
て
も
政
治
姿

勢
を
正
す
声
は
な
い
。
公
然
と
反
旗
を
翻
せ
ば
、
来
年
の
中
間
選
挙

で
「
刺
客
」
を
擁
立
さ
れ
か
ね
な
い
と
い
う
警
戒
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

民
主
党
も
ト
ラ
ン
プ
氏
が
「
自
滅
」
す
る
の
を
た
だ
待
ち
望
ん
で
い

る
か
の
よ
う
だ
。
直
近
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
カ
タ
ー
ル
王
室
か
ら

豪
華
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
機
を
受
け
取
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会

の
了
承
な
し
に
外
国
政
府
か
ら
贈
与
を
受
け
る
の
を
禁
じ
た
合
衆
国

憲
法
に
抵
触
す
る
、
と
い
う
指
摘
が
与
野
党
か
ら
出
て
い
る
。
こ
う

し
た
問
題
で
は
超
党
派
で
調
査
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
。


